
い
て
は
、
こ
の
３
月
末
ま

で
に
お
示
し
し
ま
す
。
と

の
説
明
で
し
た
。

当
委
員
会
委
員
か
ら
は
、

認
め
ら
れ
た
債
務
負
担
行

為
予
算
に
つ
い
て
、
未
執

行
分
は
、
こ
の
３
月
議
会

で
減
額
補
正
を
す
る
べ
き
、

住
民
へ
の
周
知
を
積
極
的

に
し
て
い
く
べ
き
、
西
庁

舎
周
辺
施
設
検
討
委
員
会

の
開
催
は
い
つ
頃
予
定
し

て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
債
務
負
担

行
為
に
つ
い
て
は
、
未
契

約
の
場
合
、
自
動
的
に
失

効
す
る
と
の
判
断
を
し
ま

し
た
。
西
庁
舎
お
よ
び
周

辺
施
設
に
か
か
る
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
現

在
白
紙
の
状
態
で
す
が
、

平
成
30
年
度
に
早
期
設
立

し
、
検
討
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
意
見
は
も

と
よ
り
議
会
と
の
協
議
を

慎
重
に
重
ね
な
が
ら
庁
舎

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

第
10
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

審
議
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

市
か
ら
は
、
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

複
合
庁
舎
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
基
本
設
計
業
務
・

オ
フ
ィ
ス
環
境
整
備
業
務

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

業
者
選
定
を
し
ま
す
。
三

月
中
に
契
約
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

発
注
者
支
援
業
務
に
つ

い
て
は
、
当
初
、
設
計
施

工
一
体
型
の
デ
ザ
イ
ン
ビ

ル
ド
方
式
で
計
画
し
、
そ

の
支
援
業
務
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
社
会
情

勢
を
考
慮
し
、
従
来
型
の

基
本
設
計
・
実
施
設
計
・
施

工
方
式
で
進
め
る
こ
と
と

し
た
た
め
、
年
度
内
発
注

は
見
送
り
ま
し
た
。
複
合

予
定
施
設
の
内
、
甲
西
図

書
館
は
現
状
の
ま
ま
残
す

方
向
で
、
基
本
設
計
か
ら

は
省
い
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。
運
営
協
議
会
の
役

割
は
大
き
く
変
わ
る
の
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
名
前

は
変
わ
る
が
内
容
は
変
わ

ら
な
い
。
保
険
料
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
が
決
定
、

運
営
協
議
会
に
諮
る
と
の

答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
７
号

青
少
年
自
然
道
場
は
義

務
教
育
諸
学
校
の
児
童
生

徒
の
集
団
宿
泊
施
設
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
活
環
境
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
近
年
は
学

校
の
利
用
が
激
減
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
の
役
割

を
終
え
た
と
し
て
、
廃
止

条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り

で
す
。

廃
止
後
、
管
理
は
総
務

部
に
移
る
の
か
、
利
活
用

の
判
断
は
教
育
部
な
の
か

総
務
部
な
の
か
、
と
の
質

疑
に
対
し
、
廃
止
後
の
施

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
に
つ
い
て
の
報
告

■
議
案
第
１
号

指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
指
定
等
に
つ
い
て

権
限
が
県
か
ら
市
町
村
に

移
譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

条
例
で
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
基
準
を
定
め
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。
要
介
護
支
援
者
に

対
し
、
在
宅
介
護
が
重
視

さ
れ
て
い
る
が
、
県
の
支

援
は
ど
う
な
る
の
か
、
と

の
質
疑
に
対
し
、
事
業
所

の
指
定
に
つ
い
て
は
市
に

移
譲
さ
れ
る
が
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
試
験

は
県
が
行
う
。
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
６
号

持
続
可
能
な
医
療
保
険

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
の

施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一

設
は
、
普
通
財
産
と
な
る
。

普
通
財
産
の
所
管
は
総
務

部
だ
が
、
今
後
の
利
活
用

の
方
針
が
決
ま
る
ま
で
は
、

教
育
部
が
管
理
を
行
う
。

利
活
用
の
検
討
は
、
両
部

が
協
議
す
る
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

態
度
表
明
後

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
８
号

児
童
福
祉
法
の
一
部
に

項
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
の

改
正
で
あ
る
。
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
９
号

第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
平
成
30
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
な
ど
の
改
定
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。
主
な
見
直
し
内
容

は
、
と
の
質
疑
に
対
し
、

大
き
な
施
設
の
設
置
は
な

い
。
小
規
模
多
機
能
の
施

設
を
２
ヵ
所
増
や
し
て
い

く
。
譲
渡
所
得
の
特
例
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

震
災
な
ど
の
事
情
に
よ
り

土
地
を
手
放
す
場
合
に
は
、

特
別
控
除
す
る
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
10
号

医
療
介
護
の
連
携
の
推

進
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
む
け
た
支
援
の
た
め

の
条
例
改
正
と
の
説
明
で

し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

通
り
で
す
。
利
用
者
お
よ

び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基

本
と
あ
る
が
、
新
た
に

入
っ
た
理
由
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

家
族
、
本
人
を
含
め
協
議

し
て
い
る
と
の
答
弁
で
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
11
号

高
齢
者
の
自
立
支
援
と

要
介
護
状
態
の
重
度
化
防

止
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
、
制
度
の
持
続
可
能
性

を
確
保
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
条
例

改
正
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

福祉教育常任委員会

庁舎整備特別委員会

湖南市議会だより11


